
＊現在各機関と 検討中

Field 1  「 京都」 で学ぶ

ギャ ラ リ ー @KCUA( 京都芸大施設 )

交流広場

企業と 連携し た課題解決型学習

伝統産業工房でのイ ン タ ーンシッ プ体験

　 隣接する 京都芸大と の連携を 図り ， 日常的に高校生が大学生の制作

風景に触れるこ と で主体的な 交流・ 連携が生まれる仕掛を 構築する と

と も に， 新たな高大連携の取組を 推進し ， 生徒の感性を 刺激し ， キャ

リ アデザイ ンにつなげます。

( 取組例 ) 

○ 高大共用施設などを 活用し た高校生・ 大学生と の交流 ( 作品展の相互鑑賞・

    大学生のギャ ラ リ ート ーク への参加・ アート キャ ン プなどの共同プロ ジェ  

    ク ト の実施）

○ 大学教員によ る 出張授業の実施

下京渉成小学校での合同作品展示発表会

京都市立芸術大学や様々な外部機関と の連携を通し た学びの創出

　 京都の玄関口と いう 立地を 最大限生かし ， 地域や大学， 企業， 伝統

産業など， 美術を 通し て， 実社会と 繋がる「 わく わく 」 する 学びに取

り 組みます。

( 取組例 ) 

○ 企業と の連携によ る 講演会や企業訪問 , 課題解決型授業等の実施 

○ 京都の伝統産業に受け継がれる スピ リ ッ ツ ( 精神性 ) と スト ーリ ー ( 物

　 語性 ) を 探究する 学び 

○ 区役所や地域が主催する イ ベン ト やお祭り への参加 ( 下京まち なかアー

　 ト ギャ ラ リ ーなど )

○ 高校施設を 活用し た生徒作品展やアート イ ベン ト の開催 

○ 小・ 中学校と の連携事業への京都芸大と の共同参加

　 小・ 中学校をはじ めと し た年少世代と の交流を通し て , 固定概念に囚

われない素直な感覚から 学ぶ取組を 行う と と も に ,「 描く こ と 」「 作る

こ と 」 が好き な京都の子ども たち の憧れの「 学び場」 と し ての機能を

高めます。

　 また , 本市の小・ 中学校の美術科教員への研修を行う など , 本市美術 

教育のセンタ ー機能と し ての役割を担っ ていきます。

( 取組例 ) 
○ 展覧会への年少世代と の共同作品展示

○ 小・ 中学校への高校教員の派遣指導 

○ 本市美術教育のセン タ ー機能と し ての役割を 担い , 本市立学校教員対象

　 の研修を 実施

05: 社会に開かれた教育課程の実現に向けた教育活動
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Field  3  「 デジタ ル」 で学ぶ

ICT を活用し た創造的・ 協働的・ 個別最適な学び

Field  2  「 世界」 で学ぶ

メ タ バース体験を 通し て感性を 磨く

iMac で表現を 豊かに

iPad で創造性を高める

ヨ ーロ ッ パ研修　 フ ィ レ ン ツ ェ の芸術高校訪問

　 1 人 1 台所有する  iPad  を 活用し ， 創造的な学びを 創出する と と も に，

協働的な学びと 個別最適な学びを 推進し ます。

　 また， 新校舎に新たに整備する  マルチメ ディ ア実習室や３ D フ ァ ブリ

ケーショ ン 室などの 最新の ICT 環境を 活かし , デジタ ル技術を 活用し た

現代アート など , 多様な美術領域に対応し た教育の充実を 図り ます。

京都芸大留学生と 本校学生の交流

世界の多様性にふれる機会の創出

　 海外への派遣研修 ( 現在は選抜制 ) や外国人留学生と の交流等を 通し

て , 海外の文化 , アート 施設や作品に触れ , 異なる 国で美術を 学ぶ同世

代の価値観を 知るこ と で , 生徒の意欲喚起はも と より ,「 美」 への思い

や新たな自分と 向き 合う 機会を 創出し ます。

( 取組例 )

○ 海外の美術系高校等への派遣研修やオン ラ イ ン を 活用し た交流・ 共同学習 

    の実施 

○ 京都芸大を はじ め , 外国人留学生と の交流

( 取組例 )

○ 1 人 1 台所有する  iPad  や各 HR 教室に整備する 電子黒板など , 充実し た ICT 

    環境を 活かし た 教育活動の推進 

○ デジタ ル技術を 活用し た作品制作 (3D(AR・ VR), プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン

　 グなど ) への挑戦 

○ オン ラ イ ン の利点を 活かし た社会の「 知」 へのアク セスや外部機関と の共

    同学習の実施
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06: 中核と なる教育活動
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BIKO steAm と CAREER PRODUCE

－ 「 美」 を 通し た横断的な学び－

－ 生涯にわたり ， 自ら 探究し ， 学び続けるための基盤作り  ー

　 美工の生徒の強みは，「 作品を 生み出す力」 です。 作品と は， こ れまでに世

の中になかっ た「 新し い何か」 がこ の世界に生み出さ れる こ と であり ， 人々は

その作品を 通し て対話を 育み， 生活を 豊かなも のにし てき まし た。 美術作品が

人々の生活と と も にある こ と は社会にと っ てかけがえのない力と なり ます。 生

徒は， 美術表現において， 大き な力を 発揮でき る 感性を 持っ ています。 その力

を 他の分野にも 関連づけ， 学びを 広げ， 深める こ と によ り ， 生徒の可能性を さ

ら に高める 教育活動が「 BIKO steAm 」です。「 美」を 通し た横断的な学びによ り ，

多様な学びへの意欲・ 関心を 高め， 大好き な美術の力を さ ら に伸ばすと と も に，

「 ソ ウゾウ（ 想像・ 創造）」 に向かう 力を 育成し ます。

BIKO steAm  の取組　 美術 × 理科 　  

浴衣制作のための植物観察を テーマに理科と
染織専攻が協働で授業を 行い， 双眼実体顕微
鏡を用いたスケッ チを制作

撮影スタ ジオでのイ ンタ ーンシッ プ

　 変化の激し い現代社会の中で ， 生徒たち が希望を も っ て ， 自分の未来を 切り

拓いて生き ていく ために， 変化を 恐れず， 変化に対応し ていく 力と 態度を 育て

る こ と が不可欠と なり ます。

　 美工では， そのよ う な社会で活躍する 土台を 築く ために， 将来の自分の生き

方やキャ リ アについて自ら デザイ ン する 取組を 「 CAREER PRODUCE 」 と 位

置づけています。入学時に美工での学びを 見通すスタ ート アッ プ研修の実施や，

イ ン タ ーン シッ プ ， 探究活動を 通し て， 生徒が主体的に社会と 関わる 意欲を 高

め， 必要なスキルや知識を 学び， 経験を 積むプロ グラ ムを すすめていき ます。

　 美工では , 歴史と 伝統ある 美術教育を 礎に , 美術を 核と し た教科・ 科目・ 専攻の横断的な学びや , 課題解決学習 , 生涯

にわたり , 自ら 学び続ける 基盤を つく る キャ リ ア教育など ,only one の美術専門高校と し ての学びを 実践し ます。



　 一般的な STEA M 教育と は，STEM （ Scien ce , Tech no lo g y , En g ineer in g , M a them atics） に加え ， 芸術， 文化，生活，

経済， 法律， 政治， 倫理等を 含むも のと し て A rts を 定義し ， 各教科等での学習を 実社会での問題発見・ 解決に生かし てい

く ための教科等横断的な学習と さ れています。

　 BIKO steA m は， 美術専門高校の特性を 生かし ， 美術教科・ 普通教科・ 総合的な探究の時間・ 特別活動・ 課外活動それ

ぞれの枠組を 「 美」 を 通し て 横断的に学習する プ ロ グラ ムで す。 社会に開かれた教育課程の下， 京都の強みを 生かし ， 学

校内外と のつながり  を 通し て，「 ひろ げる，つなげる，ふかめる 」 学びを 実践し ，表現活動の基盤と なる「 感じ る 心」「 考える 力」

を 深める と と も に， 他者と の対話を 通し て， 多様で 創造的な「 表現する 力」 を 養い，「 創造に向かう 力（ Crea to rsh ip ）」

を 育むこ と を 目指し ます。

CAREER PRODUCE と は

美工では全ての教科・ 科目・ 専攻において， 横断的な学びを 取り 入れます。

＊現在実施し ている横断的な学習

■美術 ×英語 ×情報（ １ 年次）

  「 ユニバーサルデザイ ンをテーマに， 英語表現や文化理解を深める」

■美術 ×総合的な探究の時間（ １ 年次）

  「 展覧会をつく る」

　 日常の教育活動を 通し て， 学ぶ面白さ や学ぶこ と の意味を 生徒が体得し ていく こ と を 大
切にし ， 生涯にわたっ て， よ り 良い未来にむけて自己の目標や社会への課題意識を 持ち ，
それぞれの個性や持ち 味を 発揮さ せながら， 学び続ける 意欲や努力し 続ける 姿勢の基盤を
つく り ます。
　 美工では， こ れまでより ， 短期・ 中期的な目標である卒業後の進路希望の実現に向けて ，
アート と 社会について理解を 深める 進路講演会や希望制によ る企業や工房への就業体験の
設定， また進学希望の大学に合わせた実技演習など， き め細やかな取組を 実施し 卒業後の
進路などに成果が表れています。
　 こ う し た取組に加え， 生徒が生き ていく 今後の予測困難な社会において必要と さ れる，
生涯にわたっ て生徒自ら が将来を 切り 拓く 力の育成を 目指し， キャ リ ア教育の体系化や再
構築を 進めていき ます。

（ 取組例）
　 〇３ 学年合同の活動を 増やし ， 成長のロールモデルを 提示し ます。
　 　 　 他学年と の学習や制作・ 活動の機会を積極的に設けるこ と で， 互いに刺激を 受けな
　 　 がら ， 表現力等を 高めると と も に， ３ 年間の学びや自己の成長のイ メ ージを 形成し ，　
　 　 必要な力の育成に向けた主体性の発揮を促し ます。

　 〇興味関心や将来展望を 踏まえた生徒自身によるイ ンタ ーンシッ プを 企画し ます。
　 　 　 こ れまで実施し てき たイ ン タ ーンシッ プの取組のノ ウハウを 生かし つつ， 生徒自身
　 　 の興味関心を 踏まえ， 自ら が研修内容を 企画・ 提案する など， よ り 主体的な学びの実
　 　 現に向けて改善を 図り ます。 

　 〇その他，生徒自身が放課後などの使い方を 自分で考えて活動し たり ，キャ リ アパスポー
　 　 ト を 活用する 機会を 充実さ せ自ら の取組を 振り 返る など， キャ リ ア教育の全体像を 生
　 　 徒・ 教職員が共有し ， すべての教育活動でキャ リ ア発達を 意識し た取組を 進めます。

BIKOsteAm と は

【 学習内容】

　 英語の学びにおいて， 社会的・ 文化的背景を 知る こ と で 理解を 深める と と も に，
自分自身と の関わり が生ま れる こ と で， よ り 表現が豊かになり ま す。
　 そこ で， デザイ ン 専攻教員が英語の授業に出向き ， 教科書のト ピ ッ ク の一つであ
る ユニバーサルデザイ ン について 専門的な知識を 生徒に伝え る こ と で学び， その意
味や人々と の関わり について 知識・ 理解を 深めま し た。 さ ら に， そこ から 発想を ふ
く ら ま せ「 ピ ク ト グラ ム」 の制作を 行い， 完成作品を 英語でプ レ ゼン テ ーシ ョ ン し
ま し た。

【 学習内容】
　 生徒自身が主体的に課題を 見出し ， 学んだこ と を 整理し ながら 課題解決のための
探究を 進めて いく ため， 外部機関と の連携を 通し て， 実社会と の関わり を 意識し た
深い学びの機会を 作っ ていま す。
　 授業の導入では， 学芸員の方によ る 講義を 受け， 美術館の役割， 所蔵作品の意義，
展示・ 保管等の業務な ど， 専門的な 知識や経験について 学び理解を 深めま し た。 そ
の後， グループ ご と に独自のテ ーマ を 設定し て 展覧会を 企画し ， 作品の選定， チラ
シやポスタ ーデザイ ン ， 模型製作など を 協働で行い， プ レ ゼン テ ーシ ョ ン の中で 学
芸員の方から 講評いただき ま し た。

イ ンタ ーンシッ プ体験の様子
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BIKO steAm  の取組  美術 × 英語

BIKO steAm の取組   美術 × 総合的な探究の時間

進路希望の実現に向けた実技演習



07: グラ ンド ビジョ ン懇談会の実施概要

設置目的

開催実績・ 概要

　 移転先が京都の玄関口に位置し 京都市立芸術大学と 同敷地である と いう 他に類のない恵まれた環境を 最大限活かし，「 文化芸

術都市・ 京都」 の更なる発展の一翼を担う 新たな美術専門高校の創設を目指し ている。 新校に新たな魅力や価値を創造し ， Only 

One の美術専門高校と し てのブラ ンディ ングの再構築を図るため， 有識者に参画いただき， 新校の教育内容等を検討するために

設置する。

第１ 回： 令和３ 年２ 月５ 日（ 金）

○主な検討議題

・ こ れから の社会の発展に果たす美術の機能・ 役割と 可能性

・ 今後の芸術の担い手のあり 様と その育成を目指す新たな美術専

   門高校の在り 方

・ 新美工なら ではの環境を活かし た高大・ 地域・ 産学連携の在り 方。 

   京都芸大と の連携， 移転先の立地を生か 

   し た地域・ 産業と の連携，Only One の美術専門高校と し ての取組，

   多様性あふれるグローバルな美術教育， レジリ エント な学校づ

   く り

○主な御意見の概要

・ 表現を豊かにするイ ンプッ ト （ 幅広い教養や日常的な観察， 他

   の世界に出会う 等） を重視し た学びの充実

・ 美術専門高校と し ての学びの実践（ 教科の本質に迫っ た学び・

   スト ーリ ーテリ ングの育成等）

・ 京都の資産（ 伝統産業の職人等） から 学ぶ取組の充実

・ 美術を学んだ者のキャ リ アを学ぶ機会の創出

・ 年少の世代と の接続（ 幼稚園， 小・ 中学校と の連携を通し て，

   自身の感覚を崩す仕掛の構築等）

第２ 回： 令和３ 年１ １ 月８ 日（ 月）

○主な検討議題

・ 美工の全体構想（ 学校像， 生徒像， 資質能力， スク ールメ ッ セー

  ジ， スク ールポリ シー等）

・ 社会に開かれた教育課程の実現に向けた具体的な取組の検討の進

    捗状況

・ BIKO の学びを ART でつなぐ 「 BIKO steAm 」 の検討の進捗状況

 ○主な御意見の概要

・ 生徒に積極的に挑戦さ せたり ， 失敗をさ せて成長に繋げたり する

   機会の創出

・ 京都芸大が卒業生を招き実施するキャ リ ア学習への新美工の参画

・ 新校舎内に高校生の作品鑑賞ができるスペースの設置

 ・ 高校生の作品を世に問う 機会の創出

・ 思想や哲学等を通し て， 人間だから こ そできる力の育成

 ・ 平均的な人材ではなく ， 強みが秀でている「 尖っ た人材」 の育成

 ・ 強弱をつけた教育活動の実践・ 推進

構成員

○委員（ 五十音順）

・ 赤松　 玉女　 氏　 京都市立芸術大学　 理事長・ 学長

・ 臼井　 重雄　 氏　 パナソ ニッ ク 株式会社執行役員・ デザイ ン本部長

・ ウスビ　 サコ 氏　 京都精華大学　 前学長　 全学研究機構長

・ 出口　 治明　 氏　 立命館アジア太平洋大学　 学長

○本市関係者

・ 東良　 雅人　 氏　 京都市総合教育センタ ー　 副所長　

                                      前文部科学省初等中等教育局　 視学官

・ 山田　 　 敦　 氏　 京都市立下京中学校　 校長

・ 波多野　 愛　 氏　 京都市立下京渉成小学校　 校長

◯オブザーバ

・ 文化庁地域文化創生本部事務局

令和４ 年４ 月時点
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08: 学校概要

■校名

京都市立美術工芸高等学校　 ※令和５ 年４ 月の移転に伴い変更し ます。

■移転予定地

〒600-8252 　 京都府京都市下京区川端町1５ 番地

■課程／学科／専攻【 継続】

全日制／美術工芸科／日本画，洋画，彫刻，漆芸，陶芸，染織，デザイン，ファ ッ

ショ ンアート

※１ 年次に８ 専攻の基礎を学び， １ 年次末に１ 専攻を決定し ます。

２ ・ ３ 年次の２ 年間は， １ 専攻に所属し ， より 専門的な実習を行います。

※３ 年次には， 国公立大学を中心と する大学進学を目指す「 アート パイオニ

アコ ース」 と 多様な美術の科目を履修できる「 アート フ ロンティ アコ ース」

のいずれかのコ ースを選択。

■定員　【 継続】

１ 学年９ ０ 名（ ３ 学級）

■通学区域　【 継続】

京都府内全域。 なお， 志願者が在住する都道府県の公立高校に希望する専攻

が設置さ れていない場合は， 特別事情具申手続によっ て受検するこ と ができ

ます。

■校歌

現在本校には， 校歌はあり ませんが， 移転を機に制定予定。

■制服【 継続】

現在本校には， 制服はあり ません。 移転後においても， 同様の取扱と し ます。

　 銅駝美工の移転を広く 中学生・ 保護者・ 市民の皆様に知っ ていただく こ と を目的に， ロゴマーク を作成し

まし た。 ロゴマーク には， 校地・ 校名が変わり ， 新たなスタ ート を歩んでいく こ と に「 わく わく 」 する想い

を表し ています。 皆様にも ， 是非「 わく わく 」 し ながら ， 移転を迎えていただければ幸いです。

移転ロゴマーク の作成

校舎内の地域のシンボル　 銀杏の木
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